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小学校中学年に情報活用の基礎的な能力を身につけておけば、自由な情報収集や情報表現が

容易になる。そこで、この時期を情報教育の初期指導期と位置付け、そこで行うべき活動を洗

い出した体系的なカリキュラムを構成し、情報収集・表現する力を伸ばすことを意図した実践

と、情報モラルの初期指導を意図した実践を行った。身につけるべき情報活用能力の内容やそ

の順序を考慮したカリキュラムを構成し実践することによって、情報教育の初期段階に必要な

情報活用能力が高まった。

〈キーワード〉情報教育、初期指導、カリキュラム

１ はじめに

永野（ ）は、発達段階に応じた具体的な情2000
報活用能力の学習目標を提示している。これによ

れば、小学校中学年段階は、情報教育の初期段階

と見なすことができる。この時期に情報活用の基

礎的な実践力を体系的に身につけておけば、学年

が進んだときに、それらを活用して表現の方法を

自由に工夫したり、目的にあった情報技術を選択

したりすることが容易になる。しかし、この段階

での体系的なカリキュラム開発と、それらを構成

する際の留意点についての研究はこれまであまり

見られなかった。

情報教育の初期段階としての小学校中学年向け

のカリキュラムの開発の道筋を明らかにしておく

ことができれば、各学校ごとに開発する際には、

各学校の情報環境や低学年時の学習体験に応じ

て、これをアレンジすることが可能となる。

そこで筆者らは、総合的な学習の時間の導入期

である小学校中学年を対象に、地域についての情

、 、 、報を収集 整理 再構成し発信する過程における

情報収集の力、情報表現の力の育成を目的とした

学習を想定し、実践を行ってきた（笹原ほか

、 、 。本論では、この実践を、2001a 2001b 2002）
体系的なカリキュラム開発のための構成を考える

際の留意点という観点から見直していく。

研究の方法２

（１）研究の対象児童

富山市立蜷川小学校児童１４３名。３年生から

４年生にかけて、２年間のカリキュラムを開発し

実践した。

（２）カリキュラムを構成する際の留意点

カリキュラムを構成する際には、以下のような

点に留意して開発を行った。

留意点 情報活用の初期指導期に必要な力を段1:

階的に明示する。

留意点 情報収集・表現の方法に制約を設けて、2:

部分的に力を伸ばす段階から、自由に情報

収集・表現する段階へと、次第に自由度を

あげていくような学習活動を工夫する。

留意点 インターネットなどのデジタルな情報3:
手段ばかりではなく、非デジタルな手段も

活用しながら、実践できるようにする。

（３）初期指導期に必要な能力の明示

初期指導期に身につけるべき情報活用の実践力

として、以下の２つを明示した。また、初期指導

期においては、情報の発信者の立場を尊重して情

報に接する態度を身につけておくことも重要であ

る。そこで、この時期に身につけたい情報モラル

も併せて、以下のように明示した。

１ 内容を重視しながら情報を収集する能力

２ 受け手の状況を踏まえて、多様な方法で

情報を表現する能力

３ 相手の存在を意識して、情報に接する態

度



（４）３つの能力の到達レベル

３つの能力を体系的に身につけるため、それぞ

れの能力・態度に対して３つの段階の学習活動を

想定した（図１ 。情報活用の実践力が十分でな）

い段階では、子供が情報を収集・表現する方法や

内容に制約を設ける段階から、自由に情報を収集

・判断・表現・処理・創造する段階まで、次第に

自由度を高めるような学習過程を実施することに

、 、よって 情報技術に対する抵抗感を持つことなく

情報活用の実践力を高めていくことができると考

えた。

情報表現においては、子供が内容に絞って表現

を考えるレベルから、一部に自由度を加えたレベ

ル、内容やレイアウトを自由に表現するレベルへ

と、３つの段階を設定した。

情報収集においては、体験し

た中からとりあえず情報を見つ

けるレベルから、意図を持って

情報を収集するレベル、情報収

集のために多様な方法を工夫し

ていくレベルへと、３つの段階

を設定した。

さらに、情報モラルについて

は、情報には発信者が存在する

ことを意識するレベルから、情

報発信者の権利や情報社会での

ルールを理解するレベル、モラ

ルに反する情報に対し

て適切な行動をとるべ

きことを理解するレベ

ルへと、３つの段階を

設定した。

これらの３つの力の

３つの段階は、それぞ

れに一方向に高まって

いくよりも、複数の能

力がそれぞれに関連し

あって、高まりあって

、 。いくことが 望ましい

５ 段階的なカリキュ( )

ラムの構成

次に、これらの能力

を高めていくための、

カリキュラムを考え構

成した。

情報の収集・表現に

おいて、何の経験もない段階で 「自由に収集し、

て、自由に表現しなさい」と言われても、実際に

表現するのは難しい。そこで、この時期の児童に

対する最初の学習段階として、体験から見つけた

こと、考えたことを文章に表現することに専念す

る段階から段階的に学習を構成した（表１ 。）

学習活動①は、初めて情報を収集し ペーWeb
ジにまとめる段階である。とりあえず身の回りに

ある情報から内容を検討して情報を発信する。

学習活動②は、体験を ページにまとめてWeb
発信する学習の第２段階である。学習活動①と同

、 。 、様 内容を検討する活動を中心に進める しかし

目に触れた物から考えるだけであった学習活動①

と比べると、学校の自慢という視点が表れる画像

Ⅲ メディアの特性を生かしながら，課題を選択・設定し情報
活用の実践力を高める段階。内容やレイアウ

トを自由にした
情報表現

Ⅱ 体験的に情報活用の実践力を伸ば発信
しながら，様々 なメディアの特性を
理解・活用する段階。

テンプレート等の
使用による自由

Ⅰ どのようなメ度が限定された
ディアがあるか情報表現・発信
感覚的にわかる
段階

情報表現の
レベル 情報収集 体験した中からの情報収集・整理 主体的、意図的な情報収集

のレベル 整理

Ⅲモラルに反する情報に
対して適切な行動をとる

児童の情報表現・発信、情報収集・整理、情報モラルの到達レベル表（図１）

Ⅱ情報の発信者が所有す
る権利や情報社会での
ルールやマナーを理解する

Ⅰ情報には発信者が存在
していることを意識する

学年 情報教育のねらい 単元名 主な学習活動

①
・身近なところから情報を集める。
・自分の気持ちや言いたいことを、表
現できる。

富山のまちたん
けんニュースをつ
くろう

・校外学習をして市内中心部の特徴に気付
き、記録する。
・市内中心部の特徴を、Webページまとめる。
テンプレートを使用し、市内中心部の特徴を
文章で表現する。

②

・ねらいを持って、情報を選択して集め
る 。
・伝える内容を意識し、工夫しながら、
情報をわかりやすくまとめる。

見て！わたした
ちの学校を

・自分たちの学校の自慢できる点は何かを考
え、それを写真に撮影する。
・自分の見つけた学校の自慢をわかりやすく
Webページにまとめる。

③

・相手に伝えるために、主体的に質問
を聞き、見通しを持って調べる。
・身近なところからさまざまなメディアを
使って情報を集める。
・相手にわかりやすく伝えるために、工
夫しながら情報をわかりやすくまとめ
る。

行ったことのない
学校のホーム
ページをつくろう

・行ったことのない学校の特徴や自慢を予想
し、どのように情報を収集するか計画する。
・テレビ会議システム、電子掲示板などの情
報手段を活用しながら、見通しを持って情報
収集する。
・行ったことのない学校のWebページを、相手
に伝わるようにわかりやすくまとめる。

④

・自分の考えを組み立てながら、適切
な情報を選ぶことができる。
・集めた情報を交換し合い、共通点や
相違点を見つける。
・相手にわかりやすく伝えるために、工
夫しながら情報をわかりやすくまとめ
る。

富山のここが自
慢大図鑑をつくろ
う

・富山県のここが自慢だと思うことについて、
その証拠となる資料をインターネットや書籍で
調べたり、インタビューしたりして見つける。
・自慢だと思うことについて、交流校とテレビ
会議で情報を交換し合う。
・調べたことを基に、富山の自慢をWebページ
にわかりやすくまとめる。

⑤

・他人の情報を大切にし、情報提供者
に感謝の気持ちをもつ。
・集めた情報を基に伝えたいことを明
確にしてまとめ、ポスターセッションを
行う。
・

日本全国ここが
知りたい

・もうとちょっと詳しく知りたいと思う観光地や
名所旧跡等を選び、手紙でパンフレットの送
付を依頼する。
・集めたパンフレットを基に調べたことを、ポス
ターにまとめ、ポスターセッションで発表する。
・パンフレットを送ってくださった相手に礼状を
送る。

3

4

（表１）カリキュラムの構成と学習活動



を収集したり

文章をまとめ

た り す る 点

で、より主体

的な学びが要

求される学習

活動となって

いる。

学習活動③

は、学習の成

果を にWeb

まとめる学習

の第３段階で

ある 「行っ。

たことのない

学校」を紹介

す る た め に

は、相手校の

ページをWeb
参照して学校

の特徴を調べ

たり、テレビ会議等を使って直接質問したりする

など、これまで以上の主体的な学習活動が必要と

なる。

学習活動④は、これまで身につけた情報収集・

情報表現の力を使って、自由度の高い表現で成果

を にまとめる学習である。他Web

校とテレビ会議や電子メールで交

流し意見を交換するなど、相手を

意識した多様な情報収集の力が必

。要とされる学習活動となっている

学習活動⑤では、これまで、ネ

ットワークの活用を中心に進めて

きた情報収集・情報表現を、あえ

て非デジタルな手段による情報収

集・情報表現へと切り替える。手

紙やポスターなど紙のメディアを

活用した学習活動によって、相手

をリアルに意識した学習活動とな

っている。

、それぞれの学習活動においては

身につけることを期待する情報活

用能力の到達レベルを位置づける

ようにようにした（図２ 。）

４ 実践の概要

学習活動①～⑤について、初期

指導期の実践として、どんな点が有効かを報告す

る。

【学習活動①】 富山のまち探検ニュースを

つくろう

学習活動①では、 ページの作成にテンプWeb
レートを使用することによって、子供たちの表現

活動が、見つけたことや思ったことをどのような

文章にまとめるかということに焦点化された（図

３ 。）

【学習活動②】 見て！わたしたちの学校を

「自分たちの学校の自慢を紹介する」という視

点を得ることによって、自慢を伝えるための写真

の写し方を考えたり、撮影した写真の中から一番

自慢だと感じられる写真を選択したりした（図

４ 。写真撮影の過程を通して、よりわかりやす）

く伝えようとする力が培われた。また、文章表現

Webの中に自慢の視点となる言葉の現れている

ページが作成されていた。このことからも、児童

の情報収集・表現の力が広がったと言える。

ページは、活動①と同様にテンプレートWeb

を活用したので、表現活動は内容の検討に焦点化

された。

【学習活動③】 行ったことのない学校のホー

ムページを作ろう

行ったことのない学校の ページをつくるWeb

という課題設定によって、どのような点を自慢、

情報教育の初期指導のカリキュラム進行と到達レベルの段階（図２）

一定の制約をもた
せて、自由に活動
できる内容を絞っ
た段階

制約をはずし、
活動する内容
を自由に広げ
た段階

情報活用の実践力 情報モラル

富山のここが自慢大図鑑をつくろう

（Web）（テレビ会議）（インタビュー）

○◎Ⅰ
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◎◎◎情報表現 Ⅲ

◎○Ⅰ

○Ⅱ

情報モラルⅢ

日本全国ここが知
りたい

富山のここが自慢
大図鑑を作ろう

行ったことのない
学校のWebを作
ろう

見て！わたしたち
の学校を

富山のまち探検
ニュースを作ろう

○◎Ⅰ

○◎Ⅱ

◎◎◎情報収集 Ⅲ

◎◎Ⅰ

○○○Ⅱ

◎◎◎情報表現 Ⅲ

◎○Ⅰ

○Ⅱ

情報モラルⅢ

日本全国ここが知
りたい

富山のここが自慢
大図鑑を作ろう

行ったことのない
学校のWebを作
ろう

見て！わたしたち
の学校を

富山のまち探検
ニュースを作ろう

行ったことのない学校のホームペー
ジを作ろう

日本全国ここが知りたい

見て！わたしたちの
学校を

富山のまち探検ニュースを作ろう

（Webテンプレート）

（Webテンプレート）
（デジタルカメラ）

（Web＝デザインフリー）
（テレビ会議）

（手紙）（ポスターセッション）

（図３）テンプレートから作成した ページWeb

（図４）グラウンドの広さを強調するために、
高台から見下ろすようにして撮影している。



特徴と考える

かなど、的確

に情報を収集

するための質

問を考えるこ

とができた。

また、テレビ

会議や電子メ

ールなどさま

ざまな情報手

、段を活用して

情報収集にあ

たることがで

きた。

ページWeb

は、レイアウ

トフリーで表

現できるよう

にした。子供

たちの多くは、収集した情報の中から何を発信す

るかに意識を向けながら表現することができた。

【学習活動④】 富山のここが自慢大図鑑を

作ろう

富山県の全域から、自分が自慢と考えることの

証拠を見つけるために、インターネットや書籍な

どの文献を参照したり、他校とテレビ会議や電子

メールで交流し意見を交換したりと、多様な情報

収集の力が必要とされる学習活動を展開できた。

ページはレイアウトフリーだったが、はWeb
じめに伝えたい内容を考えた上で、デザインを工

夫することができた。

【学習活動⑤】 日本全国ここが知りたい

情報収集の手段を、手紙によるパンフレット送

付の依頼に限定した。手紙のテンプレートを提示

する（図５）など、適切な支援を行うことによっ

て、相手の立場を尊重した情報収集の力を体験的

に高めることができた。

収集した情報を活用したポスターセッションを

実施することによって、自分の発信する情報に対

(図６)して、責任をもつことができた。

結論５

情報教育の初期段階に必要とされる情報活用能

力を身につけるためには、それぞれの段階で身に

つけるべき情報活用の実践力を明示的に示した、

系統的なカリキュラムを構成することが有効であ

った。その際に勘案するべきカリキュラムの構成

要素としては、以下３つが考えられる。

１）情報教育の初期段階で身につけるべき情報活

用能力を明示し、それを段階的に身につけられ

るような連続した学習活動を工夫する。

２）内容を重視した情報活用の実践力が身に付く

ように、最初は情報収集・表現の手段をあえて

限定し、段階的に次第に自由度を上げた学習活

動を構成していく。

３）情報モラルの初期指導として、情報に対する

自己責任や情報発信者の存在を意識できるよう

に、インターネットなどのデジタルな情報技術

ばかりでなく、手紙など非デジタルなメディア

の活用も取り入れる。

児童の学習を見かけ上束縛したり、方向を明示

的に示すという方法は、児童主体の学習と一見矛

盾するように感じられるが、初期指導期のカリキ

ュラムでは、これが前向きに作用することが、本

実践では明らかになった。また、この時期に、情

報モラルの初期指導として、手紙を出すという、

相手に直接働きかける学習をカリキュラムの中に

位置づけたことは、情報発信者の存在を意識する

上で有効だった。

情報教育の初期指導を体系的に進めることによ

って、子供たちは、自分の知りたいことを明確に

した上で情報収集を行ったり、表現する内容を考

慮した上で ページを制作したりできるようWeb
になる。また、情報提供者の存在を意識し、情報

に対する権利を尊重することができるようにな

る。情報活用の基礎的な力を身につけておくこと

によって、高学年へと学年が進んだ際には、情報

教育のより本質的な学習を進めることが期待でき

る。

なお、本研究は、上月情報教育財団の研究助成

を受けている。ここに記して感謝する。
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(図５)依頼状の文例

（図６）ポスターセッションの様子


